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2012 年日本学校保健会「学校保健の課題とその対応」では 3）、2010 年実施の「養護教
諭の職務等に関する調査」の結果がまとめられている。学級活動における保健指導の実施
率について、小学校 70％、中学校 37％、高等学校 14％、特別支援学校 52％であった。そ
の実施した内容は、性に関する指導が 55％（小 59％、中 52％、高 58％、特 9％）、歯・
口 46％（小 68％、中 36％、高 13％、特 68％）、の結果であった。性に関する指導はエイ
ズ教育 13％を含めると 68％の実施となり（小 67％、中 71％、高 79％、特 51％）、養護
教諭の保健指導は、学齢期の体の成長指導を約 7 割が実施している結果であった。さらに















傾向が見られた。1999 年、2005 年は経験率が最大であり、大学生男子 53.7％女子 46.0％、













公表した。中学校 110 件（18.2％）、高等学校 403 件（66.5％）からの回答が多いが、小学
校は 93 件（15.3％）であるが、低学年で 4.3％の回答がみられ、様々な学齢での困難感を
抱える児童生徒が存在することが明らかになった。2015 年文部科学省は、「性同一性障害
に係る児童生徒に対するきめ細やかな対応の実施について」を児童生徒課長名で具体的な
対応を通知し、さらに 2016 年には教職員向けのパンフレット 5）が配布された。服装、髪
型、更衣室、トイレ、体育授業、部活、学校行事（宿泊研修）などの配慮が明記された。

















































































































展開  ゲームを振り返り、心と体の影響について意 ストレッサーによって、体や心がいつもと違
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4.2 短期大学生の意識調査  
短期大学生女子 19 人に対し質問紙による意識調査を行った。そのうち養護実習を経験
した学生は 17 人であり、その学校現場では 13 人（76.5％）の養護教諭が何らかの保健指
導を実施していて、7 人（41.2％）が性教育を実践していると答えていた。学生自身がこ
れまで性教育を受けた校種の質問では、小学校 9 人（47.4％）、中学校 12 人（63.2％）、高
等学校 14 人（73.7％）が性教育を受けたと答えていた。さらに、その性教育が役立ったか
の質問では、高等学校の性教育で 14 人（73.7％）が役立ったと答えていた。（図 1） 
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   図 1 学生の性教育の有効感         図 2 性教育の指導適任者  
性教育は学生全員が必要と答えており、指導適任者は、養護教諭 11 人（58％）、外部専
門家 4 人（21％）、養護教諭と担任 2 人（11％）、保健体育科教師 2 人（10％）と答えてい
た。（図 2）指導内容について、二次性徴の不安の解消を含め正しい知識を持たせる必要が
あると全員が回答していた。さらに現在学習指導要領では取り扱わないことになっている
小学生に対する「性交」の知識は 9 人（47.4％）が必要、6 人（31.6％）が不要と答え、中
学生のコンドームの指導は 16 人（84.2％）が必要、2 人（10.5％）が不要と答えていた。 
 学生自身が家庭で性の話をしているかの問いでは、12 人（63.2％）がないと答えており、
したことがある学生は 7 人（36.8％）であった。 
 将来の結婚・出産の希望については、17 人（89.5％）は肯定的で、2 人（10.5％）が否
定的な回答であった。性行為に対する考えは、婚前でも避妊（彼・私）をすれば良い 10 人





た。                  
学生の性に関する悩みの相談者は複数回答で、
友達 13 人（68.4％）、母親 9 人（47.4％）、教
師 9 人（47.4％）、産婦人科 3 人（15.8％）、      図 3 性に関する相談者（複数回答） 
姉妹 1 人（5.3％）、彼 1 人（5.3％）であった。 










































































































7）数見隆生（2014）：「第 4 章 学校における性教育」、学校保健ハンドブック第 6 次改訂、
P93、教員養成系大学保健協議会編、ぎょうせい  
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Development of Teaching Methods for Sex Education by 
Yogo Teachers 





It is necessary to develop a new viewpoint in regards to sex education, one that is 
informed by contemporary society which has the declining of self-affirmation and the 
diversity of sex. It is reported that 70 percent of current Yogo teachers practice sex 
education. This time, with the participation of students, they developed the    
presentation, according to school type and teaching materials that children were 
interested in. This became a good opportunity for students to learn the importance of 
education about life and the mind. It was a big step forwards developing sex education 
for the future as well. 
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